
平
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
歌
と
演
奏
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

と　

き

　
８
月
19
日
㈯
13
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ　
栄
公
民
館

内　

容

【
第
１
部
】

　

栄
公
民
館
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
「
栄

コ
ー
ラ
ス
」

【
第
２
部
】

　
「
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
」（
チ
ェ
ロ
、

フ
ル
ー
ト
、
電
子
オ
ル
ガ
ン)

３
重
奏

定　

員　
50
人
程
度

持
参
品　
上
履
き
と
靴
入
れ
袋

申
し
込
み

　
８
月
１
日
㈫
か
ら
栄
公
民
館
へ
。

　

玖
波
２
丁
目
の
一
角
、
令
和
２
年
12
月

に
建
立
さ
れ
た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
広
島

平
和
記
念
資
料
館
の
初
代
館
長
を
務
め
た

長
岡
省
吾
さ
ん
（
故
人
）
を
顕
彰
す
る
も

の
で
す
。

　
地
質
学
者
の
長
岡
さ
ん
は
、
昭
和
20
年
、

と　

き

　
８
月
24
日
㈭
10
時
30
分
〜
12
時

と
こ
ろ　
玖
波
公
民
館

対　

象

　
小
学
・
中
学
・
高
校
生
（
一
般
も
可
）

内　

容

　

被
爆
の
実
相
を
分
か
り
や
す
く
学
び
ま

す
。
本
物
の
被
爆
瓦
を
見
て
み
よ
う
。

講　

師　

西
村
宏
子
さ
ん
（
広
島
平
和
記

念
資
料
館
平
和
学
習
講
座
講
師
）

定　

員　
20
人
程
度
（
申
込
順
）

申
し
込
み

　
８
月
２
日
㈬
か
ら
玖
波
公
民
館
へ
。

　
（
一
財
）
日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没

者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
な
ど
の
戦

没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友

好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
地
域

○

マ
リ
ア
ナ
諸
島
○
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

○
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
○
イ
ン
ド
○
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
○
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
１
次
）
○
台
湾・

バ
ジ
ー
海
峡
○
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
特

定
地
域
）
○
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
特
定

地
域
）
○
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
特
定
地
域
）
○

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
○
フ
ィ

リ
ピ
ン
（
２
次
）
○
中
国

参
加
費
用　
10
万
円

申
し
込
み

　
県
遺
族
会
☎
０
８
２-

２
４
７-

１
２
１
６

原
爆
投
下
の
翌
日
か
ら
市
内
に
入
り
、
被

爆
し
た
瓦
や
石
な
ど
、
お
び
た
だ
し
い
資

料
を
収
集
。
昭
和
30
年
に
開
館
し
た
広
島

平
和
記
念
資
料
館
の
館
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
館
長
の
職
を
辞
し
て
後
も
、
昭
和
48

年
に
亡
く
な
る
ま
で
、
被
爆
の
実
相
、
核

の
脅
威
を
訴
え
続
け
た
人
生
で
し
た
。

　

今
は
長
岡
さ
ん
の
暮
ら
し
た
家
も
そ
の

姿
を
と
ど
め
て
い
ま
せ
ん
。
長
岡
さ
ん
の

生
き
た
証
し
と
し
て
、
戦
後
75
年
に
あ
た

る
年
に
顕
彰
碑
を
建
て
た
の
は
、
娘
の
西

村
徳
子
さ
ん
（
故
人
）
で
す
。
徳
子
さ
ん

の
長
男
は
「
祖
父
の
思
い
は
原
爆
の
も
た

ら
し
た
事
実
そ
の
ま
ま
を
見
て
も
ら
う
資

料
館
に
し
た
か
っ
た
。
そ
の
一
点
に
尽
き

る
と
思
い
ま
す
」。
そ
う
言
葉
を
も
ら
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
長
岡
さ
ん
の
没
後
50
年
で
す
。

顕
彰
碑
に
刻
ま
れ
た
言
葉
、「
原
子
力
が

人
類
の
平
和
に
寄
与
す
る
日
は
、
い
つ
か

来
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
日

ま
で
に
、
ど
れ
だ
け
の
犠
牲
と
廃
棄
で
き

な
い
物
質
を
積
み
上
げ
る
の
だ
ろ
う
」
は
、

長
岡
さ
ん
の
心
情
を
表
わ
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

平和コンサート
2023

問い合わせ
　栄公民館　☎53-6688

「
も
っ
と
身
近
に
平
和
を
考
え
て
み
よ
う
」

広
島
平
和
記
念
資
料
館
の

平
和
学
習
講
座

「
広
島
開
催
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
話
」

　

問
い
合
わ
せ

　
　

玖
波
公
民
館　

☎
57
７
０
８
４

被
爆
の
実
相
訴
え
た

長
岡
省
吾
顕
彰
碑

「戦没者遺児による
慰霊友好親善事業」

参加者募集
問い合わせ
　日本遺族会事務局
　☎03-3261-5521

ミ
ニ
ミ
ニ
原
爆
展
を
は
じ
め
平
和
に
関
す

る
資
料
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

核
兵
器
、
そ
し
て
戦
争
は
私
た
ち
の
さ
さ

や
か
な
日
常
を
一
瞬
で
奪
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
今
一
度
「
平
和
」
の
意
味
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

内　

容

・
原
爆
関
連
の
パ
ネ
ル
写
真
な
ど
の
展
示

・
市
内
児
童
生
徒
が
作
成
し
た
平
和
ポ
ス

タ
ー
の
展
示

・
大
竹
港
海
外
引
き
揚
げ
の
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ

上
映

・
大
竹
海
兵
団
に
関
す
る
資
料
の
展
示

・
原
爆
・
戦
争
・
平
和
に
関
す
る
図
書
の

紹
介　
ほ
か

大
竹
市
原
爆
死
没
者
追
悼

平
和
祈
念
式
典

　

問
い
合
わ
せ

　
　

原
爆
被
害
者
友
の
会
（
丸
山
宅
）

　
　

☎
52
６
７
９
３

と　

き　
８
月
６
日
㈰
８
時
〜
９
時

と
こ
ろ　

原
爆
慰
霊
碑
「
叫
魂
」
前
（
総

合
市
民
会
館
）

※
式
典
後
、
総
合
市
民
会
館
ロ
ビ
ー
で
開

催
中
の
「
平
和
へ
の
お
も
い
」
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

原
爆
の
日

 

に
黙
と
う
を

終
戦
記
念
日

　

今
年
は
８
月
６
日
に
広
島
市
、
８
月
９

日
に
長
崎
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
78
年

目
で
す
。
ま
た
、
８
月
15
日
の
終
戦
記
念

日
に
は
、
東
京
で
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

行
わ
れ
ま
す
。
原
爆
や
戦
争
で
死
没
さ
れ

た
人
々
の
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和
を

祈
っ
て
、
サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
て
１
分
間

の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

　

原
爆
の
日
、
終
戦
記
念
日
に
は
、
防
災

無
線
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

原
爆
の
日

●

広
島
市

　
８
月
６
日
㈰　
８
時
15
分

●

長
崎
市

　
８
月
９
日
㈬　
11
時
２
分

終
戦
記
念
日

　
８
月
15
日
㈫　
12
時

「
あ
の
日
」を
忘
れ
な
い

「
平
和
へ
の
お
も
い
」開
催

８
月
５
日
◯土
▼
31
日
◯木
（
閉
館
時
間
を
除
く
）

総
合
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

☎
59
２
１
２
５
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Event & tour

街
道
散
策
と
博
物
館
巡
り

　

西
国
街
道
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
（
旧
千
葉
家

住
宅
・
織
田
幹
夫
ス
ク
エ
ア
を
見
学
）、
道

の
駅
三
矢
の
里
あ
き
た
か
た
（
昼
食
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
）、
安
芸
高
田
市
歴
史
民

俗
博
物
館
（
副
館
長
が
館
内
を
御
案
内
）、

湯
本
豪
一
記
念
日
本
妖
怪
博
物
館
（
三
次

も
の
の
け
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）・
も
の
の
け

小
路
散
策

と　

き　

９
月
３
日
㈰　

８
時
20
分
〜
17

時
30
分
ご
ろ

集
合
・
解
散
場
所

　

広
島
駅
北
口
2
階
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
中
央
サ
ー
ク
ル

　

大
竹
の
川
に
、
ど
ん
な
生
き
も
の
が
生

息
し
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

栗
谷
地
区
を
流
れ
る
玖
島
川
で
、
魚
や

水
生
昆
虫
を
採
集
し
観
察
す
る
体
験
を
通

し
て
、
大
竹
の
自
然
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
専
門
家
に
よ
る
解
説
も
あ
り
ま
す
。

　

友
達
や
家
族
と
協
力
し
て
、
た
く
さ
ん

の
生
き
も
の
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

と　

き　
10
月
1
日
㈰
14
時
〜
17
時

※
悪
天
候
な
ど
で
屋
外
で
の
活
動
が
難
し

い
場
合
は
、
事
前
に
採
集
し
た
生
き
も
の

を
用
い
て
屋
内
で
活
動
を
行
い
ま
す
。

と
こ
ろ　

玖
島
川
親
水
公
園
、
栗
谷
小
学

校
（
栗
谷
町
小
栗
林
）

対　

象　

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

の
方
と
そ
の
家
族
（
小
学
３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

定　

員　
40
人
（
申
込
順
）

講　

師　
（
一
財
）広
島
県
環
境
保
健
協
会

職
員

申
し
込
み　

８
月
７
日
㈪
か
ら
31
日
㈭
ま

で
に
、
電
話
（
９
時
〜
17
時
15
分
）
ま
た

は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
の
電
子
申
請
で
環
境
整

備
課
へ
。

無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
―

（
申
し
込
み
必
要
）

停
車
場
所　

玖
波
支
所
、
市
役
所
本
庁
、

総
合
市
民
会
館
、
大
竹
支
所
、
栄
公
民
館

定　

員　
28
人
（
申
込
順
）

※
車
で
お
越
し
の
方
は
栗
谷
小
学
校
に
駐

車
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
料

　
７
０
０
０
円
（
交
通
費
、
昼
食
代
込
み
）

定　

員　

30
人
（
最
少
催
行
人
数
15
人
、

定
員
に
達
し
次
第
募
集
終
了
）

申
し
込
み

　

８
月
５
日
㈯
か
ら
広
交
観
光
株
式
会
社

（
10
時
〜
18
時
）
へ
。

そ
の
他

・
バ
ス
ガ
イ
ド
は
乗
車
し
ま
せ
ん
。

（
添
乗
員
は
同
行
し
ま
す
）

・
大
型
バ
ス
の
座
席
は
、
他
申
し
込
み
グ

ル
ー
プ
と
相
席
に
な
ら
な
い
よ
う
調
整

し
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

よ
り
、
ツ
ア
ー
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

見て・知って・感じて
体験型環境学習

川の生きもの観察会
問い合わせ
　環境整備課
　☎59-2154

広島県、山口県、島根県
の28市町で構成されて
いる広島広域都市圏。そ
の魅力を伝えるための
ツアーを開催します。

問
い
合
わ
せ

　

広
交
観
光
株
式
会
社　

☎ 

０
８
２-

２
３
８-

４
９
３
０

広
島
広
域
都
市
圏

ふ
る
さ
と
の
魅
力 

バ
ス
ツ
ア
ー

発見発見

西
国
街
道
・

旧
千
葉
家
住
宅

安
芸
高
田
市
歴
史

民
俗
博
物
館

道
の
駅
三
矢
の
里

あ
き
た
か
た

も
の
の
け
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム

申し込みは
こちらから。

　

大
竹
駅
前
商
店
街
振
興
組
合
で
は
、
４

年
ぶ
り
に
土
曜
夜
市
を
開
催
し
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
３
年
連
続
中
止
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
組
合
員
に
よ
る
手

作
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

半
世
紀
以
上
に
お
よ
ぶ
歴
史
あ
る
夜
市

で
夏
の
楽
し
い
思
い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

と　

き

　
８
月
19
日
㈯
18
時
〜
21
時

と
こ
ろ

　

大
竹
駅
前
ス
ペ
イ
ン
通
り
（
当
日
の
17

時
か
ら
22
時
ま
で
ス
ペ
イ
ン
通
り
入
り
口

か
ら
ふ
れ
あ
い
通
り
駐
車
場
入
り
口
ま
で

車
両
通
行
止
め
）。

内　

容

　

飲
食
、
物
品
の
販
売
、
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

と　き
　８月28日㈪ 20時～20時20分
※荒天、河川増水などの場合は翌29日に順延します。
２日とも開催できない場合は中止します。
ところ
　小瀬川大和橋下流
交通規制
　当日は地図のとおり交通規制が行われます。
　また、元ＪＡ本町支所から大和橋北交差点までの間
には夜店が出店しますので、交通規制解除は23時で
す。ご理解ご協力をお願いします。
観覧禁止区域
　打ち上げ地点に近い両岸の道路一部
立ち入り禁止区域
○大和橋～ＪＲ鉄橋間の河川内
○河川内敷地
駐車場（大竹側）
　大竹中学校グラウンド（18時30分～ 22時30分）
※台数に限りがあります。できるだけ公共交通機関を
利用してください。

問い合わせ　商工会議所　☎52-3105

8月28日◯月
小瀬川に咲く大輪の花

大竹・和木
川まつり花火大会

８
月
19
日
㊏　
ス
ペ
イ
ン
通
り

大
竹
駅
前
商
店
街

土
曜
夜
市

　

問
い
合
わ
せ

　
　

 

大
竹
駅
前
商
店
街
振
興
組
合
（
商
工

会
議
所
内
）　

☎
52
３
１
０
５

大
竹
駅

和
木
駅

国
道
２
号

栄
橋

↑
和
木 〒

観覧禁止区域観覧禁止区域

●役場●役場

●
和木中学校

駐車場

●
和木中学校

駐車場
●● JAJA支

部

★打上地点★打上地点

●大竹警察署●大竹警察署

車両通行禁止区域間（17時～23時）
車両通行禁止区域間（19時～21時）
観覧禁止区域

車両通行禁止区域間（17時～23時）
車両通行禁止区域間（19時～21時）
観覧禁止区域

理容院●理容院●

元 JA 本町支所
●

元 JA 本町支所
●

小瀬川小瀬川
大
和
橋

大
和
橋

仮
設
ト
イ
レ

本
　
部

仮
設
ト
イ
レ

本
　
部 やまと

●病院
やまと
●病院

●大竹小学校●大竹小学校

●大竹中学校●大竹中学校

県道北中山線県道北中山線

駐車場駐車場

－
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司会は
大好き大竹応援大使の
ゴッホ向井ブルー
 だよ。
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